

















に関して、可能なかぎり自分の望むがままに生活することができる人々にと 五  
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四 持っているが、そのようなことを立法によって制定すべきであると、かのソ  
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四 あると考えている7）D しかしながら、「すべての者」という言葉は、二重の意  
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四 とは必然であり、しかもそれが起った場合には、知り合っている人々の間で  
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・／（i   
開 法（52一－2）528  
致協力（ホモノイア）とは、人々が言うように、政治的市民的な親愛で   
あるようにみえる。実際それは、我々の共通の利益とか我々の生活に寄   
与するものに関わる親愛である。」アリストテレスの国家論における親愛  
と正義の位置関係は、重要論点の一つであろう。この点について訳者は   
当面次ぎのように考えている。アリストテレスにおいては、国家は、正   
義と法に基づく市民の共同的結合体である。「正義（デイカイオスネー）  
こそ市民的政治的なるものに岡有のものである。というのは、正しい判   
決（ディケー）こそ、市民的政治自勺な共同的結合体（国家）の秩序の根   
幹であるが、正義とは、なにが正しい事柄であるかを決定することであ  















共有であるべきか否かについて、考察しなければならない0そしてこの問題 嬰  
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するのである。というのは、［国家を過度に一つのものとする場合は］人は自 四  
由で物惜しみしない人と見なされないであろうし、何一つ自由で物惜しみし ○  
ない行為を為しえないからである。なぜなら自由で物惜しみしない行為は、  
財産の使用の如何にかかっているからである18）。   
確かに、このような立法［財産共有制］は、見かけはよくて、しかも人間  
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ちその公式は以下のような押韻の句として述べることができるであろう。   












丘プ   
52t アリストテレス『枚治学』  
所有し、私的な個々の家族の中で生活していることを明確にしている。」  
（B5）「神から贈られる黄金」の個所に、パーカーは次の注を加えて  
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開 法（52－2）520  
選択肢は、第2の選択肢とは違った、より容易な立場をつくりだすであ  




















ある意味において、『所有は各人に、その使用は共同的に』というアリス   
トテレス自身の定式は『国家』の中に見出される、ということができる。」  
第六章  
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その数に対して財産を分割するために、誰‾人困窮する老はいないが、今間   
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行われる。予備選挙のこの段階においては、各々の階層を代表するため こ  
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炭ヲ   
同 法（522）5ほ   
も述べたように、最小の財産の五倍以上を所有することは、市民の誰に対し  

























人々が法によって十分に教育されていなければ不可能なことがらである。し   




丘ヲ   
































64   
岡 法（52－2）510   
善がより大きなものとなるのもそのためである）。従ってファレアスの国家体  

























はないと自らを評価して、不平を鳴らすからである。彼らが明らかにしばし   
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階級は、他の二つの階級よト）も強力でなければならないのだ」というのであ 三  
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こ に、他方の裁判人は、十ムナーと判決するし（あるいは前者はそれより多く、  
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七 極めて大きな問題である。それゆえ、その考察は別の機会に譲り、今はこの  
点の考察を止めることとしよう。  
（Bl） ミレトスのヒッボデモスについて、パーカーは次ぎの注を加え  
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スタイと呼ばれる被征服民は、しばしばテッサリア人に反抗したし、また同   
































二 せられているような事情の国においてはなおさらそうである。ただし、ケル  
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地は少数の者の手に帰したのである。またこの財産に関する事柄は法律によ 二  
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こ このような会合は、むしろクレテにおけるように公けの費用によって支弁さ  
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したのである。   
こうして、ラケダイモン人の国家体制については以上のことで説明したこと  
としよう。実際これらの事柄が、人が非難しうるであろう主要な論点である。  
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495 アリストテレス『政治学』  


























o  「この重要なアリストテレス的思考意志は国家の基礎であるは、  
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○ おいてトリオピオン地方やロドス島からそれ程離れてはいない。従ってかの  
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．ヾ■ノ   
岡 法（5212）490   
アのへイロータイはしばしば反乱を起しているのである。実際クレテ人は海  
外への覇権に関与しなかった。他国との戦争がこの島に及んできたのは最近  


















ないということである。   
さてラコニアの国家体制に非常に似た点がある。すなわちフィディティア  
に似た同朋集団の会食制度があり、またエフオロス（監督官）に似た百四人  
会の統治があり（ただしそれはラコニアのそれよりも劣っているわけではな ○  
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余暇には配慮する方が良いであろう。   
他方で、同一人物が数多くの統治職に就くことも宜しくないことと思われ 9  
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ββ   
同 法（522）486   
が言及されている。」  
（B2）カルタゴの王政について、パーカーは次ぎの注を加えている。   
「アリストテレスは、カルタゴのサフィートSuffetes（最高政務官）  
に言及している。   
彼らは、スパルタの王やローマのコンスル（執政官）のように、二人  
であった。」  
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岡 法（522）484  
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同 法（522）480  
アリストテレス『政治学」lの翻訳において参考にした文献  
荒 木  勝   
主要テキスト  
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4了9 アリストテレス『政治学』  
参考にした翻訳書・注釈書  
Thomas Aquinas，In Octo Libros Politicorum Aristotelis，（Marietti）  
Ronla，1966．  
W．L Newman，ThepoliticsofAristotle，4vo11．Oxford，1887．  
F．Susemihl，R．D．Hicks，London，1894，  
Ernest Barker，The Politics ofAristotle，Oxford，1946．   
J．Aubonnet，Aristote Politique，5tomes，Paris，1960，1971，1973，1986，  
1989．  
E．Schutrunmpe，Aristoteles Politik，Buchl（1991），Buch 2－3（1991），  
Buch4－6（1996）．  
Clarendon Aristotle Series，Aristotle Politics（T．J．Saunders，R．Robin－  
SOn，D．Keyt，R．Kraut）Oxford，1995－1999．  
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